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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アルカリ可溶性樹脂、着色剤及び溶剤を含有し、前記着色剤として、臭素基を有するジ
ケトピロロピロール顔料、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７及び黄色の着色剤を含有し、
全着色剤に占める前記黄色の着色剤は１５～４０質量％であり、前記黄色の着色剤は、ピ
グメントイエロー１５０である、樹脂組成物。
【請求項２】
　全着色剤に占める前記臭素基を有するジケトピロロピロール顔料の割合が、２５～８０
質量％である、請求項１記載の樹脂組成物。
【請求項３】
　全着色剤に占める前記Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７の割合が、５～２５質量％であ
ることを特徴とする、請求項１又は２記載の樹脂組成物。
【請求項４】
全着色剤に占める黄色の着色剤の割合が、２０～４０質量％であり、かつ、臭素基を有す
るジケトピロロピロール顔料の割合が、４５～６５質量％であり、かつ、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントレッド１７７の割合が、１０～２０質量％である請求項１～３のいずれか一項記載の
樹脂組成物。
【請求項５】
　前記着色剤としてさらにＣ．Ｉ．ピグメントレッド２５４を含有し、全着色剤に占める
前記Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４の割合が、５～２０質量％である、請求項１～４の
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いずれか一項記載の樹脂組成物。
【請求項６】
　Ｃ光源を用いて測定したＣＩＥ１９３１ＸＹＺ表色系色度（ｘ、ｙ）において、ｘ＝０
．６６０となる着色画素を形成したとき、０．３３５≦ｙ≦０．３４０である、請求項１
～５のいずれか一項記載の樹脂組成物。
【請求項７】
　膜厚が２．５μｍとなる着色画素を形成したとき、厚み方向位相差Ｒｔｈの絶対値が、
１０．０ｎｍ以下である、請求項１～６のいずれか一項記載の樹脂組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項記載の樹脂組成物を硬化してなる着色画素を具備する、カ
ラーフィルター基板。
【請求項９】
　前記着色画素の膜厚が、１．８～２．８μｍである、請求項８記載のカラーフィルター
基板。
【請求項１０】
　請求項８又は９記載のカラーフィルター基板を具備する、表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、樹脂組成物、カラーフィルター基板及び表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶や有機エレクトロルミネッセンス等を利用した液晶表示装置は、軽量、薄型、低消
費電力等の特性を活かし、テレビ、ノートパソコン、携帯情報端末、デジタルカメラ又は
デスクトップモニタ等、様々な用途で使用されている。
【０００３】
　近年、従来のＣＲＴテレビでは表現できなかった真紅のバラの鮮やかな色や、南国の海
の美しい緑色等を忠実に再現するため、表示装置の色再現範囲を拡大して、ＤＣＩ（Ｄｉ
ｇｉｔａｌ　Ｃｉｎｅｍａ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅｓ）等の広色域を表示可能とする、高
色純度化の要求が高まりつつある。
【０００４】
　色再現範囲が広く、かつ高透過率の表示装置を得るためには、バックライトの光線透過
特性に合うように、カラーフィルターの着色画素が含有する着色剤を選択することが重要
である。一方で、高コントラスト比の表示装置を得るためには、着色剤を分子状態で、又
は、微粒子として着色画素中に分散させることが重要である。
【０００５】
　着色剤を着色画素中に分子状態で分散させる方法としては、染料の使用が提案されてい
る。また、着色剤である顔料を着色画素中に微粒子として安定的に分散させるため、顔料
誘導体又は分散剤樹脂についての様々な検討が行われている。
【０００６】
　例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４及びＣ．Ｉ．ピグメントレッド１７７の２種
類の赤色顔料と、黄色顔料とを配合し、全顔料に占めるＣ．Ｉ．ピグメントレッド１７７
の割合を５０～８５質量％にすることで、高色純度及び高コントラスト比を実現可能であ
ることが知られている（特許文献１）。しかしながらこの顔料の組み合わせでは、透過率
が犠牲になることが問題視されていた。また、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４の割合が
多くなると、透過率は大きくなるが、厚み方向位相差（リタデーション：Ｒｔｈ）の絶対
値が増大するため、視野角特性が悪化する。
【０００７】
　Ｒｔｈを改善するため、ベンジル基を有するアクリル樹脂を配合する方法も知られてい
るが（特許文献２）、耐溶剤性等の信頼性が犠牲になるという問題があった。
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【０００８】
　また、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２４２と、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４又はＣ．
Ｉ．ピグメントレッド１７７を配合することで、高色純度を実現可能であることも知られ
ているが（特許文献３）この場合にはコントラスト比が低下するばかりでなく、透過率も
が低下する。
【０００９】
　さらに、臭素原子を持つジケトピロロピロール顔料と染料とを配合することで、高いコ
ントラスト比を実現可能であることも知られているが（特許文献４）、その一方で色純度
は低下してしまい、かつ耐熱性等の信頼性が犠牲になるという問題を抱えるものであった
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特許第４８２１３１６号公報
【特許文献２】特許第５４９８７２４号公報
【特許文献３】特許第３９２４８７２号公報
【特許文献４】特開２０１３－０１４７５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　そこで本発明は、薄膜でありながら高色純度を達成でき、かつ、高いコントラスト比及
び透過率を維持し、着色画素を形成することが可能な、樹脂組成物を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者らは鋭意検討をした結果、着色画素が含有することとなる着色剤として、臭素
基を有するジケトピロロピロール顔料、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７及び黄色の着色
剤を選択し、全着色剤に占める前記黄色の着色剤の割合を５～５０質量％にすれば、上記
課題の解決に極めて有効であることを見出し、本発明を完成した。
【００１３】
　すなわち本発明は、アルカリ可溶性樹脂、着色剤及び溶剤を含有し、前記着色剤として
、臭素基を有するジケトピロロピロール顔料、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７及び黄色
の着色剤を含有し、全着色剤に占める前記黄色の着色剤の割合が、５～５０質量％である
、樹脂組成物を提供する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の樹脂組成物によれば、表示装置の色再現範囲の拡大に資する高色純度を達成し
ながら、コントラスト比及び透過率が顕著に向上した、薄膜の着色画素を形成することが
可能となる。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の樹脂組成物は、アルカリ可溶性樹脂、着色剤及び溶剤を含有し、前記着色剤と
して、臭素基を有するジケトピロロピロール顔料、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７７及び
黄色の着色剤を含有し、全着色剤に占める前記黄色の着色剤の割合が、５～５０質量％で
あることを特徴とする。
【００１６】
　本発明の樹脂組成物は、着色剤として臭素基を有するジケトピロロピロール顔料、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド１７７及び黄色の着色剤を含有することが必要である。全着色剤に
占める黄色の着色剤の割合が、５～５０質量％とすることにより、高い透過率でありなが
ら黄味の赤色が表示可能となる。さらに、臭素基を有するジケトピロロピロールを含有す
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ができ、さらにリタデーションの絶対値を小さくすることができる。また、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド１７７を含有することにより、黄味の赤色表示でも薄膜化が可能となる。
【００１７】
　本発明の樹脂組成物は、上記３種類の顔料以外の着色剤を含めた全着色剤に占める黄色
の着色剤の割合が、５～５０質量％であることが必要であるが、この値は１５～４０質量
％であることが好ましい。全着色剤に占める黄色の着色剤の割合が、５質量％未満である
と、形成した着色画素の透過率が低下し、さらには色度（ｙ）が小さくなって、黄味の赤
色が表示できなくなる。一方で、全着色剤に占める黄色の着色剤の割合が５０質量％を超
えると、厚膜化しなければ高色純度が達成できなくなる。
【００１８】
　樹脂組成物の着色画素の色純度は、ＣＩＥ１９３１ＸＹＺ表色系色度（ｘ、ｙ）、すな
わち、標準条件として周知のＣ光源を用いて測定したＣＩＥ１９３１ＸＹＺ表色系におけ
る色度座標（ｘ、ｙ）のｘと、膜厚との関係から評価することができる。赤色の樹脂組成
物は通常、着色画素の膜厚が厚くなるほど、ｘが増大して高色純度となる。
【００１９】
　樹脂組成物が赤色の場合は、ｘを一定にした場合の膜厚、又は、膜厚を一定にした場合
のｘ、のいずれかから色純度を評価することができ、一定のｘにおける膜厚が薄いほど、
又は、一定の膜厚におけるｘが大きいほど、着色画素は薄膜かつ高色純度であるといえる
。
【００２０】
　樹脂組成物が含有する臭素基を有するジケトピロロピロール顔料とは、下記一般式（１
）で表される化合物をいう。
【００２１】
【化１】

【００２２】
（一般式（１）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４はそれぞれ独立して、水素原子、臭素原子
、塩素原子又は１価の置換基を表し、少なくとも１つは臭素原子を表す。）
　一般式（１）で表されるジケトピロロピロール顔料は、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４のう
ち、少なくとも１つが臭素原子であることが必要である。そのようなジケトピロロピロー
ル顔料の中でも、Ｒ１及びＲ２のうち、１つが臭素原子であり、かつ１つが水素原子であ
り、かつＲ３及びＲ４のうち、１つが臭素原子又は塩素原子であり、かつ１つが水素原子
である、一般式（２）又は一般式（３）で表されるジケトピロロピロール顔料が好ましい
。
【００２３】
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【化２】

【００２４】
【化３】

【００２５】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４における１価の置換基としては、例えば、シアノ基、－ＣＦ

３、－Ｒ５、－ＯＲ５、－ＳＲ５、－ＳＯＲ５、－ＳＯ２Ｒ５、－ＮＲ５ＣＯＲ６、－Ｃ
ＯＮＲ６Ｒ７、－ＳＯ２ＮＨＲ６

、－ＳＯ２ＮＲ６Ｒ７、－ＳＯ２ＮＨ（Ｒ５）ＮＲ６Ｒ
７又は－ＣＯＮＨ２が挙げられる。
【００２６】
　Ｒ５は、炭素数１～８のアルキル基、置換基を有しても構わないフェニル基、置換基を
有しても構わないナフチル基、又は、置換基を有しても構わないアラルキル基を表し、該
アルキル基に含まれる－ＣＨ２－は、－ＮＲ８－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－又は－ＳＯ

２－で置き換わっていても構わない。
【００２７】
　Ｒ６及びＲ７はそれぞれ独立して、水素原子又は炭素数１～８のアルキル基、臭素原子
、塩素原子、置換基を有しても構わないフェニル基、置換基を有しても構わないナフチル
基、又は、置換基を有しても構わないアラルキル基を表し、該アルキル基に含まれる－Ｃ
Ｈ２－は、－ＮＲ８－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－又は－ＳＯ２－で置き換わっていても
構わない。
【００２８】
　Ｒ５、Ｒ６及びＲ７は、一緒になって炭素数２～８のアルカンジイル基を形成してもよ
く、該アルカンジイル基に含まれる－ＣＨ２－は、－ＮＲ８－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ
－又は－ＳＯ２－で置き換わっていても構わない。Ｒ８は、水素原子、炭素数１～５のア
ルキル基を表す。炭素数１～８のアルキル基は、直鎖上でも分岐上でも構わない。そのよ
うなアルキル基としては、例えば、メチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、
ブチル基、イソブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ペンチル基、イソペ
ンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基又は２－エチルヘキシル基が挙げられる
。
【００２９】
　置換基を有しても構わないフェニル基としては、例えば、炭素数１～４のアルキル基、
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トリフルオロメチル基、ハロゲン原子、ニトロ基、シアノ基、カルバモイル基、スルファ
モイル基又は炭素数１～４のアルコキシル基を有するフェニル基が挙げられる。より具体
的には、例えば、フェニル基、ｐ-メチルフェニル基、４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル基
、ｐ－ニトロフェニル基、ｐ－メトキシフェニル基、ｐ－クロロフェニル基、２,４－ジ
クロロフェニル基又は３－カルバモイルフェニル基が挙げられる。
【００３０】
　置換基を有しても構わないアラルキル基としては、例えば、ベンジル基、４－メチルベ
ンジル基、４－ｔｅｒｔ－ブチルベンジル基、４－メトキシベンジル基、４－ニトロベン
ジル基又は２,４－ジクロロベンジル基が挙げられる。
【００３１】
　炭素数２～８のアルカンジイル基としては、例えば、エチレン基、プロパン－１，３－
ジイル基、プロパン－１，２－ジイル基、ブタン－１，４－ジイル基、ブタン－１，３－
ジイル基、ペンタン－１，５－ジイル基、ヘキサン－１，６－ジイル基、ヘプタン－１，
７－ジイル基又はオクタン－１，８－ジイル基が挙げられる。
【００３２】
　－ＯＲ５としては、例えば、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基、ブトキシ基又は
ペンチルオキシ基が挙げられる。
【００３３】
　－ＳＲ５としては、例えば、メチルスルファニル基、エチルスルファニル基、プロピル
スルファニル基、ブチルスルファニル基又はペンチルスルファニル基が挙げられる。
【００３４】
　－ＳＯＲ５としては、例えば、メチルスルフィニル基、エチルスルフィニル基、プロピ
ルスルフィニル基、ブチルスルフィニル基又はペンチルスルフィニル基、ヘキシルスルフ
ィニル、ヘプチルスルフィニル基又はオクチルスルフィニルが挙げられる。
【００３５】
　－ＳＯ２Ｒ５としては、例えば、メチルスルホニル基、エチルスルホニル基、プロピル
スルホニル基、ブチルスルホニル基又はペンチルスルホニル基、ヘキシルスルホニル、ヘ
プチルスルホニル基又はオクチルスルホニル基が挙げられる。
【００３６】
　－ＮＲ５ＣＯＲ６としては、例えば、Ｎ－アセチルアミノ基、Ｎ－プロピオニルアミノ
基、Ｎ－ベンゾイルアミノ基又はＮ－メチル－Ｎ－アセチルアミノ基が挙げられる。
【００３７】
　－ＣＯＮＲ５Ｒ６としては、例えば、Ｎ－メチルアミノカルボニル基、Ｎ－メチルアミ
ノカルボニル基、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノカルボニル基、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノカルボ
ニル基、Ｎ，Ｎ－エチルメチルアミノカルボニル基又はＮ，Ｎ－エチルメチルカルボニル
基が挙げられる。
【００３８】
　全着色剤に占める臭素基を有するジケトピロロピロール顔料の割合は、２５～８０質量
％であることが好ましく、３５～６５質量％であることがより好ましく、４５～６５質量
％であることがさらに好ましい。全着色剤に占める臭素基を有するジケトピロロピロール
顔料の割合が２５質量％以上であると、コントラスト比を良好に維持できる。一方で、全
着色剤に占める臭素基を有するジケトピロロピロール顔料の割合が８０質量％以内である
と、色度（ｙ）が大きくなり、黄味の赤色が確実に表示できる。また、全着色剤に占める
臭素基を有するジケトピロロピロール顔料の割合が２５～８０質量％であると、黄味の赤
色の表示が可能となり、かつ、リタデーションの絶対値を小さくすることができる。
【００３９】
　樹脂組成物が含有するＣ．Ｉ．ピグメントレッド１７７とは、４,４'－ジアミノ－１,
１'－ビアントラセン－９,９',１０,１０'－テトラオン、４,４'－ジアミノ－[１,１'－
ビアントラセン]－９,９',１０,１０'－テトラオン、４,４'－ジアミノ－１,１'－ビアン
トラキノン、４,４'－ビ[１－アミノ－９,１０－アントラキノン]である。



(7) JP 6728765 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

【００４０】
　全着色剤に占めるＣ．Ｉ．ピグメントレッド（以下、「ＰＲ」）１７７の割合は、５～
２５質量％であることが好ましく、１０～２０質量％であることがより好ましい。全着色
剤に占めるＰＲ１７７の割合が５質量％以上であると、コントラスト比が向上し、さらな
る薄膜化が可能となる。一方で、全着色剤に占めるＰＲ１７７の割合が２５質量％以内で
あると、透過率が向上し、さらに色度（ｙ）が大きくなって、黄味の赤色が確実に表示で
きる。
【００４１】
　本発明の樹脂組成物が含有する黄色の着色剤としては、例えば、有機顔料、無機顔料又
は染料が挙げられるが、着色画素の透過率を高めるため、有機顔料又は染料が好ましい。
【００４２】
　黄色の有機顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー（以下、「ＰＹ」）１
２、ＰＹ１３、ＰＹ１７、ＰＹ２０、ＰＹ２４、ＰＹ８３、ＰＹ８６、ＰＹ９３、ＰＹ９
５、ＰＹ１０９、ＰＹ１１０、ＰＹ１１７、ＰＹ１２５、ＰＹ１２９、ＰＹ１３７、ＰＹ
１３８、ＰＹ１３９、ＰＹ１４７、ＰＹ１４８、ＰＹ１５０、ＰＹ１５３、ＰＹ１５４、
ＰＹ１６６、ＰＹ１６８又はＰＹ８５が挙げられるが、色純度、透過率及びコントラスト
比を高めるためには、ＰＹ１２９、ＰＹ１３８、ＰＹ１３９又はＰＹ１５０が好ましく、
ＰＹ１３８又はＰＹ１５０がより好ましく、ＰＹ１５０がさらに好ましい。
【００４３】
　さらに、全着色剤に占める黄色の着色剤の割合が、２０～４０質量％であり、かつ、臭
素基を有するジケトピロロピロール顔料の割合が、４５～６５質量％であり、かつ、ＰＲ
１７７の割合が、１０～２０質量％であるとき、膜厚、色純度、コントラスト比、透過率
及びリタデーションの絶対値、全ての特性において高い水準で良好な値を得ることができ
るため好ましい。
【００４４】
　本発明の樹脂組成物は、臭素基を有するジケトピロロピロール顔料、ＰＲ１７７及び黄
色の着色剤以外の着色剤を含有しても構わない。
【００４５】
　樹脂組成物が含有する場合がある、その他の着色剤としては、例えば、臭素基を有する
ジケトピロロピロール顔料、ＰＲ１７７及び黄色の着色剤以外の有機顔料、無機顔料又は
染料が挙げられるが、着色画素の透過率を高めるため、有機顔料又は染料が好ましい。
【００４６】
　赤色顔料としては、例えば、ＰＲ９、ＰＲ４８、ＰＲ９７、ＰＲ１２２、ＰＲ１２３、
ＰＲ１４４、ＰＲ１４９、ＰＲ１６６、ＰＲ１６８、ＰＲ１７９、ＰＲ１８０、ＰＲ１９
２、ＰＲ２０９、ＰＲ２１５、ＰＲ２１６、ＰＲ２１７、ＰＲ２２０、ＰＲ２２３、ＰＲ
２２４、ＰＲ２２６、ＰＲ２２７、ＰＲ２２８、ＰＲ２４０又はＰＲ２５４が挙げられる
。
【００４７】
　本発明の樹脂組成物がＰＲ２５４を含有する場合には、薄膜化の観点から、全着色剤に
占めるＰＲ２５４の割合は、５～２０質量％であることが好ましい。
【００４８】
　オレンジ色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ（以下、「ＰＯ」）１
３、ＰＯ３１、ＰＯ３６、ＰＯ３８、ＰＯ４０、ＰＯ４２、ＰＯ４３、ＰＯ５１、ＰＯ５
５、ＰＯ５９、ＰＯ６１、ＰＯ６４、ＰＯ６５又はＰＯ７１が挙げられる。緑色顔料とし
ては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリ－ン（以下、「ＰＧ」）７、ＰＧ１０、ＰＧ３６
又はＰＧ５８が挙げられる。青色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー（以
下、「ＰＢ」）１５：３、ＰＢ１５：４、ＰＢ１５：６、ＰＢ２１、ＰＢ２２、ＰＢ６０
又はＰＢ６４が挙げられる。紫色顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレッ
ト（以下「ＰＶ」）１９、ＰＶ２３、ＰＶ２９、ＰＶ３０、ＰＶ３７、ＰＶ４０又はＰＶ
５０が挙げられる（以上、番号はいずれもカラーインデックスＮｏ．）。
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【００４９】
　これらの顔料は、必要に応じて、ロジン処理、酸性基処理又は塩基性処理等の表面処理
がされていても構わず、分散剤として顔料誘導体が添加されていても構わない。
【００５０】
　染料の形態としては、例えば、油溶性染料、酸性染料、直接染料、塩基性染料、媒染染
料は酸性媒染染料が挙げられる。また、上記染料をレーキ化して用いたり、染料と含窒素
化合物との造塩化合物としても構わない。
【００５１】
　赤色、緑色、青色、紫色又は黄色の染料としては、例えば、直接染料、酸性染料又は塩
基性染料が挙げられる。これら染料の具体例としては、例えば、アゾ系染料、ベンゾキノ
ン系染料、ナフトキノン系染料、アントラキノン系染料、キサンテン系染料、シアニン系
染料、スクアリリウム系染料、クロコニウム系染料、メロシアニン系染料、スチルベン系
染料、ジアリールメタン系染料、トリアリールメタン系染料、フルオラン系染料、スピロ
ピラン系染料、フタロシアニン系染料、インジゴ系染料、フルギド系染料、ニッケル錯体
系染料又はアズレン系染料が挙げられる。染料は樹脂組成物中に溶解させても、顔料のよ
うに粒子として分散させても構わない。
【００５２】
　熱、光、酸、アルカリ又は有機溶剤等に対する耐性を高めるため、塩基性染料は、有機
スルホン酸若しくは有機カルボン酸等の有機酸又は過塩素酸とからなる造塩化合物である
ことが好ましく、トビアス酸等のナフタレンスルホン酸又は過塩素酸とからなる造塩化合
物であることがより好ましい。
【００５３】
　その耐性を高めるため、酸性染料及び直接染料は、四級アンモニウム塩、一～三級アミ
ン又はスルホンアミドとからなる造塩化合物であることが好ましい。
【００５４】
　本発明の樹脂組成物に占める全着色剤の割合は、全固形分に対して１０～６０質量％が
好ましく、２０～５５質量％がより好ましい。全固形分に占める全着色剤の割合が１０質
量％以上であると、高色純度が達成し易くなる。一方で、全固形分に占める全着色剤の割
合が６０質量％以内であると、現像時の溶解時間が短くなり、パターニングが容易となる
。ここで全固形分とは、樹脂組成物における、溶媒以外の全成分をいう。
【００５５】
　着色剤として顔料を含有する本発明の樹脂組成物は、顔料、アルカリ可溶性樹脂及び溶
剤、並びに、適宜追加される分散剤を、分散機により分散して顔料分散液を調製した後、
その他の構成成分及び種々の添加剤を加えることによって製造される。顔料は、予めその
粉体に溶剤等を添加して、分散機により剪断応力を印加し、二次粒子（粒子径は１～５０
μｍ程度）を微細化しておく必要がある。剪断応力を印加するための分散機としては、例
えば、サンドミル、ボールミル、ビーズミル、３本ロールミル又はアトライター等が挙げ
られるが、分散効率に優れるビーズミルが好ましい。ビーズミルで用いる分散ビーズとし
ては、ジルコニアビーズ、アルミナビーズ又はガラスビーズが挙げられるが、ジルコニア
ビーズが好ましい。
【００５６】
　上記の分散剤としては、例えば、顔料の中間体若しくは誘導体等の低分子分散剤又は高
分子分散剤が挙げられる。顔料の誘導体としては、例えば、顔料の適度な湿潤や安定化に
資する、顔料骨格のアルキルアミン変性体、カルボン酸誘導体又はスルホン酸誘導体が挙
げられるが、微細顔料の安定化に顕著な効果を有する、顔料骨格のスルホン酸誘導体が好
ましい。
【００５７】
　高分子分散剤としては、例えば、ポリエステル、ポリアルキルアミン、ポリアリルアミ
ン、ポリイミン、ポリアミド、ポリウレタン、ポリアクリレート、ポリイミド若しくはポ
リアミドイミド等のポリマー、又は、これらの共重合体が挙げられる。
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【００５８】
　中でも、塩基性基を有する高分子分散剤が好ましい。塩基性基を有する、市販品の高分
子分散剤としては、例えば、ソルスパース（登録商標；アビシア社製）、ＥＦＫＡ（登録
商標；エフカ社製）、アジスパー（登録商標；味の素ファインテクノ社製）又はＢＹＫ（
登録商標；ビックケミー社製）が挙げられるが、中でもソルスパース（登録商標）２４０
００、ＥＦＫＡ（登録商標）４３００、４３３０若しくは４３４０、アジスパー（登録商
標）ＰＢ８２１若しくはＰＢ８２２又はＢＹＫ１６１～１６３、２０００、２００１、６
９１９若しくは２１１１６が好ましい。高分子分散剤の添加量は、顔料に対して２～１０
０質量％が好ましく、１０～６０質量％がより好ましい。高分子分散剤の添加量が２質量
％未満であると、良好な顔料分散安定性が得られない場合があり、１００質量％を超える
と、アルカリ現像性が低下する場合がある。
【００５９】
　本発明の樹脂組成物は、アルカリ可溶性樹脂を含有する。ここでアルカリ可溶性樹脂と
は、共重合成分として不飽和カルボン酸又はその誘導体を含む樹脂をいう。
【００６０】
　アルカリ可溶性樹脂としては、例えば、アクリル系アルカリ可溶性樹脂、ポリシロキサ
ン系アルカリ可溶性樹脂又はポリアミック酸が挙げられる。なお、本発明の樹脂組成物は
、アルカリ可溶性基を有しないアクリル系樹脂、アルカリ可溶性基を有しないポリシロキ
サン系樹脂又はアルカリ可溶性基を有しないエポキシ系樹脂等のアルカリ可溶性基を有し
ない樹脂を含有しても構わない。
【００６１】
　本発明の樹脂組成物が含有するアルカリ可溶性樹脂を適宜選択することで、樹脂組成物
に感光性を付与することができる。
【００６２】
　樹脂組成物に感光性を付与する場合の代表的なアルカリ可溶性樹脂としては、アクリル
系アルカリ可溶性樹脂が挙げられる。
【００６３】
　ここでアクリル系アルカリ可溶性樹脂とは、共重合成分として不飽和カルボン酸を含む
アクリル系樹脂をいう。共重合成分となる不飽和カルボン酸としては、例えば、アクリル
酸、メタクリル酸、クロトン酸若しくはビニル酢酸等のモノカルボン酸又はイタコン酸、
マレイン酸若しくはフマル酸等のジカルボン酸あるいはそれらの酸無水物が挙げられるが
、メタクリル酸が共重合成分として含まれることが好ましい。
【００６４】
　不飽和カルボン酸以外の共重合成分となる、不飽和カルボン酸の誘導体としては、例え
ば、アクリル酸メチル、メタクリル酸メチル、アクリル酸エチル、メタクリル酸エチル、
アクリル酸ｎ－プロピル、アクリル酸イソプロピル、メタクリル酸ｎープロピル、メタク
リル酸イソプロピル、アクリル酸ｎ－ブチル、メタクリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸ｓｅ
ｃ－ブチル、メタクリル酸ｓｅｃ－ブチル、アクリル酸イソ－ブチル、メタクリル酸イソ
－ブチル、アクリル酸ｔｅｒｔ－ブチル、メタクリル酸ｔｅｒｔ－ブチル、アクリル酸ｎ
－ペンチル、メタクリル酸ｎ－ペンチル、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒド
ロキシエチル（メタ）アクリレート、ベンジルアクリレート、ベンジル（メタ）アクリレ
ート若しくはイソボルニル（メタ）アクリレート等の不飽和カルボン酸アルキルエステル
、アミノエチルアクリレート等の不飽和カルボン酸アミノアルキルエステル、グリシジル
アクリレート若しくはグリシジル（メタ）アクリレート等の不飽和カルボン酸グリシジル
エステル又はフタル酸モノ（２－（メタ）アクリロイロキシエチル）等の多価カルボン酸
モノエステルが挙げられる。
【００６５】
　不飽和カルボン酸又はその誘導体以外の共重合成分としては、露光及び現像の際の感度
向上のため、エチレン性不飽和基及びエポキシ基を有する化合物が含まれることが好まし
い。ここでエチレン性不飽和基としては、アクリル基又はメタクリル基が好ましい。
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【００６６】
　不飽和カルボン酸又はその誘導体以外の共重合成分としては、現像密着性の向上のため
、さらにトリシクロデカン骨格又はジシクロペンタジエン骨格を有するエチレン性不飽和
化合物が含まれることがより好ましい。トリシクロデカン骨格又はジシクロペンタジエン
骨格を有するエチレン性不飽和化合物としては、例えば、ジシクロペンテニル（メタ）ア
クリレート、ジシクロペンテニルオキシエチル（メタ）アクリレート、トリシクロデカニ
ル（メタ）アクリレート又はトリシクロデカンジメタノールジ（メタ）アクリレートが挙
げられる。
【００６７】
　アクリル系アルカリ可溶性樹脂は、上記以外のエチレン性不飽和化合物を共重合成分と
して含んでも構わない。そのようなエチレン性不飽和化合物としては、例えば、スチレン
、ｐ－メチルスチレン、ｏ－メチルスチレン、ｍ－メチルスチレン若しくはα－メチルス
チレン等の芳香族ビニル化合物、酢酸ビニル若しくはプロピオン酸ビニル等のカルボン酸
ビニルエステル、アクリロニトリル、メタクリロニトリル若しくはα－クロルアクリロニ
トリル等のシアン化ビニル化合物、１，３－ブタジエン若しくはイソプレン等の脂肪族共
役ジエン、それぞれの末端にアクリロイル基若しくはメタクリロイル基を有するポリスチ
レン又はポリメチルアクリレート、ポリメチル（メタ）アクリレート、ポリブチルアクリ
レート、ポリブチル（メタ）アクリレート若しくはポリシリコーン等のマクロモノマーが
挙げられる。
【００６８】
　アクリル系アルカリ可溶性樹脂は、露光及び現像の際の感度向上のため、側鎖にビニル
基、アリル基、アクリル基又はメタクリル基のようなエチレン性不飽和基を有することが
好ましい。アクリル系アルカリ可溶性樹脂の側鎖にエチレン性不飽和基を導入する方法と
しては、例えば、アクリル系アルカリ可溶性樹脂が有するカルボキシル基又は水酸基に対
し、エポキシ基を有するエチレン性不飽和化合物又はアクリル酸若しくはメタクリル酸ク
ロライドを付加反応させる方法が挙げられる。ここでエポキシ基を有するエチレン性不飽
和化合物としては、例えば、グリシジル基又は脂環式エポキシ基を有するエチレン性不飽
和化合物が挙げられる。より具体的には、グリシジルアクリレート、グリシジル（メタ）
アクリレート、アリルグリシジルエーテル、α－エチルアクリル酸グリシジル、クロトニ
ルグリシジルエーテル、（イソ）クロトン酸グリシジルエーテル、Ｎ－（３，５－ジメチ
ル－４－グリシジル）ベンジルアクリルアミド又は（３，４－エポキシシクロヘキシル）
メチル（メタ）アクリレートが挙げられる。
【００６９】
　アクリル系アルカリ可溶性樹脂の重量平均分子量（以下、「Ｍｗ」）（ゲルパーミエー
ションクロマトグラフィーで測定し、標準ポリスチレンによる検量線を用いて換算したも
の）は、３千～２０万が好ましく、５千～１０万がより好ましい。Ｍｗが３千未満である
と、十分な塗布膜の強度が得られない。一方で、Ｍｗが２０万を超えると、現像性が悪化
する。また（Ｂ）アクリル系アルカリ可溶性樹脂の酸価は、適度なアルカリ現像性を得る
ため、２０～２００（ｍｇ／ＫＯＨ／ｇ）が好ましく、３０～１５０（ｍｇ／ＫＯＨ／ｇ
）がより好ましい。
【００７０】
　本発明の樹脂組成物が感光性を有する場合には、感光性を付与する成分として、さらに
多官能モノマー及び／又は光重合開始剤を含有することが好ましい。
【００７１】
　多官能モノマーとは、分子中に２つ以上のエチレン性不飽和結合を有する化合物をいう
。多官能モノマーとしては、ラジカル重合が容易である、アクリル基を有する多官能モノ
マーが好ましい。
【００７２】
　アクリル基を有する多官能モノマーとしては、例えば、ビスフェノールＡジグリシジル
エーテル（メタ）アクリレート、ポリ（メタ）アクリレートカルバメート、変性ビスフェ
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ノールＡエポキシ（メタ）アクリレート、アジピン酸１，６－ヘキサンジオール（メタ）
アクリル酸エステル、無水フタル酸プロピレンオキサイド（メタ）アクリル酸エステル、
トリメリット酸ジエチレングリコール（メタ）アクリル酸エステル、ロジン変性エポキシ
ジ（メタ）アクリレート若しくはアルキッド変性（メタ）アクリレート等のオリゴマー、
又は、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ
（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、
トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）
アクリレート、トリアクリルホルマール、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレ
ート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペ
ンタ（メタ）アクリレート、トリペンタエリスリトールヘプタ（メタ）アクリレート、ト
リペンタエリスリトールオクタ（メタ）アクリレート若しくは９，９－ビス［４－（２－
アクリロイルオキシエトキシ）フェニル］フルオレンが挙げられる。
【００７３】
　光重合開始剤とは、光（紫外線又は電子線を含む）により分解及び／又は反応し、ラジ
カルを発生させる化合物をいう。光重合開始剤としては、例えば、オキシムエステル系化
合物、α－アミノアセトフェノン系化合物、ベンゾフェノン系化合物、アセトフェノン系
化合物、オキサントン系化合物、イミダゾール系化合物、ベンゾチアゾール系化合物、ベ
ンゾオキサゾール系化合物、カルバゾール系化合物、トリアジン系化合物、リン系化合物
又はチタノセン系化合物が挙げられる。
【００７４】
　より具体的には、例えば、ベンゾフェノン、Ｎ，Ｎ’－テトラエチル－４，４’－ジア
ミノベンゾフェノン、４－メトキシ－４’－ジメチルアミノベンゾフェノン、２，２－ジ
エトキシアセトフェノン、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインイソブチ
ルエーテル、ベンジルジメチルケタール、α－ヒドロキシイソブチルフェノン、チオキサ
ントン、２－クロロチオキサントン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２
－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モルフォリノプロパン－１－オン
、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタノン、
２－（ジメチルアミノ）－２－［（４－メチルフェニル）メチル］－１－［４－（４－モ
ルホリニル）フェニル］－１－ブタノン、１－クロロアントラキノン、２，３－ジクロロ
アントラキノン、３－クロル－２－メチルアントラキノン、２－エチルアントラキノン、
１，４－ナフトキノン、９，１０－フェナントラキノン、１，２－ベンゾアントラキノン
、１，４－ジメチルアントラキノン、２－フェニルアントラキノン、２－（ｏ－クロロフ
ェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾール２量体、２－メルカプトベンゾチアゾール、
２－メルカプトベンゾオキサゾール、１，２－オクタンジオン，１－〔４－（フェニルチ
オ）フェニル〕－，２－（Ｏ－ベンゾイルオキシム）、エタノン，１－［９－エチル－６
－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル］－，１－（Ｏ－アセチル
オキシム）、エタノン，１－〔９－エチル－６－（２－メチル－４－テトラヒドロフラニ
ルメトキシベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル〕－，１－（Ｏ－アセチルオキ
シム）、エタノン，１－〔９－エチル－６－｛２－メチル－４－（２，２－ジメチル－１
，３－ジオキソラニル）メトキシベンゾイル｝－９Ｈ－カルバゾール－３－イル〕－，１
－（Ｏ－アセチルオキシム）、オプトマー（商標登録）Ｎ－１９１９、ＮＣＩ－８３１若
しくはＮＣＩ－９３０（以上、いずれも（株）ＡＤＥＫＡ社製）又はＩＲＧＡＣＵＲＥ（
商標登録）ＯＸＥ０１若しくはＯＸＥ０２（以上、いずれもチバ・スペシャルティ・ケミ
カルズ（株）社製）が挙げられるが、特に高感度である、Ｎ－１９１９、ＯＸＥ－０２、
ＮＣＩ－９３０又はＮＣＩ－８３１が好ましい。
【００７５】
　さらに芳香族又は脂肪族の第３級アミン等の増感補助剤を添加すると、さらに感度を向
上させることができ、好ましい。
【００７６】
　樹脂組成物が含有する樹脂及び多官能モノマーの合計量に対する光重合開始剤の割合は
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、ラジカル硬化を十分なものとし、残存した光重合開始剤の溶出を抑制して耐溶剤性を確
保するため、０．０１～４０質量％が好ましく、０．１～３０質量％がより好ましい。
【００７７】
　本発明の樹脂組成物を非感光性とする場合には、例えば、アルカリ可溶性樹脂としてポ
リアミック酸を用いることができる。ポリアミック酸は、テトラカルボン酸二無水物と、
ジアミンとを反応させて合成することができる。
【００７８】
　テトラカルボン酸二無水物としては、例えば、脂肪族系又は脂環式系のテトラカルボン
酸二無水物を用いることができるが、より具体的には、例えば、１，２，３，４－シクロ
ブタンテトラカルボン酸二無水物、１，２，３，４－シクロペンタンテトラカルボン酸二
無水物、１，２，３，５－シクロペンタンテトラカルボン酸二無水物、１，２，４，５－
ビシクロヘキセンテトラカルボン酸二無水物、１，２，４，５－シクロヘキサンテトラカ
ルボン酸二無水物又は１，３，３ａ，４，５，９ｂ－ヘキサヒドロ－５－（テトラヒドロ
－２，５－ジオキソ－３－フラニル）－ナフト［１，２－Ｃ］フラン－１，３－ジオンが
挙げられる。
【００７９】
　芳香族系のテトラカルボン酸二無水物を用いると、耐熱性の良好な着色画素を形成可能
なポリアミック酸を得ることができる。芳香族系のテトラカルボン酸二無水物としては、
例えば、３，３’，４，４’－ベンゾフェノンテトラカルボン酸二無水物、ピロメリット
酸二無水物、３，４，９，１０－ペリレンテトラカルボン酸二無水物、３，３’，４，４
’－ジフェニルスルホンテトラカルボン酸二無水物、４，４’－オキシジフタル酸無水物
、３，３’，４，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、１，２，５，６－ナフタ
レンテトラカルボン酸二無水物、３，３”，４，４”－パラターフェニルテトラカルボン
酸二無水物又は３，３”，４，４”－メタターフェニルテトラカルボン酸二無水物が挙げ
られる。
【００８０】
　フッ素系のテトラカルボン酸二無水物を用いると、短波長領域での透明性が良好な着色
画素を形成可能なポリアミック酸を得ることができる。フッ素系のテトラカルボン酸二無
水物としては、例えば、４，４’－（ヘキサフルオロイソプロピリデン）ジフタル酸無水
物が挙げられる。
【００８１】
　ジアミンとしては、例えば、脂肪族系又は脂環式系のジアミンを用いることができるが
、より具体的には、例えば、エチレンジアミン、１，３－ジアミノシクロヘキサン、１，
４－ジアミノシクロヘキサン、４，４’－ジアミノ－３，３’－ジメチルジシクロヘキシ
ルメタン又は４，４’－ジアミノ－３，３’－ジメチルジシクロヘキシルが挙げられる。
【００８２】
　芳香族系のジアミンを用いると、耐熱性の良好な着色画素を形成可能なポリアミック酸
を得ることができる。芳香族系のジアミンとしては、例えば、４，４’－ジアミノジフェ
ニルエーテル、３，４’－ジアミノジフェニルエーテル、４，４’－ジアミノジフェニル
メタン、３，３’－ジアミノジフェニルメタン、４，４’－ジアミノジフェニルスルホン
、３，３’－ジアミノジフェニルスルホン、４，４’－ジアミノジフェニルサルファイド
、ｍ－フェニレンジアミン、ｐ－フェニレンジアミン、２，４－ジアミノトルエン、２，
５－ジアミノトルエン、２，６－ジアミノトルエン、ベンジジン、３，３’－ジメチルベ
ンジジン、３，３’－ジメトキシベンジジン、ｏ－トリジン、４，４”－ジアミノターフ
ェニル、１，５－ジアミノナフタレン、３，３’－ジメチル－４，４’－ジアミノジフェ
ニルメタン、４，４’－ビス（４－アミノフェノキシ）ビフェニル、２，２－ビス［４－
（４－アミノフェノキシ）フェニル］プロパン、ビス［４－（４－アミノフェノキシ）フ
ェニル］エーテル、ビス［４－（４－アミノフェノキシ）フェニル］スルホン又はビス［
４－（３－アミノフェノキシ）フェニル］スルホンが挙げられる。
【００８３】



(13) JP 6728765 B2 2020.7.22

10

20

30

40

50

　フッ素系のジアミンを用いると、短波長領域での透明性が良好な着色画素を形成可能な
ポリアミック酸を得ることができる。フッ素系のジアミンとしては、例えば、２，２－ビ
ス［４－（４－アミノフェノキシ）フェニル］ヘキサフルオロプロパンが挙げられる。
【００８４】
　また、ジアミンの一部として、シロキサンジアミンを用いると、着色画素と無機基板と
の接着性が向上する。全ジアミンに占めるシロキサンジアミンの割合は、１～２０モル％
が好ましい。シロキサンジアミンとしては、例えば、ビス－３－（アミノプロピル）テト
ラメチルシロキサンが挙げられる。
【００８５】
　ポリアミック酸の合成は、極性有機溶媒中でテトラカルボン酸二無水物とジアミンとを
混合して反応させるのが一般的であり、ジアミンとテトラカルボン酸二無水物との混合比
によって、得られるポリアミック酸の重合度を調整することができる。
【００８６】
　本発明の樹脂組成物が含有する溶剤は、樹脂組成物が同じく含有するアルカリ可溶性樹
脂の種類等に応じて、適宜選択することができる。例えば本発明の樹脂組成物がポリアミ
ック酸を含有する場合には、ポリアミック酸を溶解する溶剤を選択することができる。ポ
リアミック酸を溶解する溶剤としては、例えば、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ，Ｎ－
ジメチルアセトアミド若しくはＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド等のアミド系極性溶媒、又
は、β－プロピオラクトン、γ－ブチロラクトン、γ－バレロラクトン、δ－バレロラク
トン、γ－カプロラクトン若しくはε－カプロラクトン等のラクトン類が挙げられる。
【００８７】
　また、本発明の樹脂組成物がアクリル系アルカリ可能性樹脂を含有する場合には、例え
ば、メチルセロソルブ、エチルセロソルブ、メチルカルビトール、エチルカルビトール若
しくはプロピレングリコールモノエチルエーテル等のエチレングリコール又はプロピレン
グリコール誘導体、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート（以下、「ＰＧ
ＭＥＡ」）、アセト酢酸エチル、メチル－３－メトキシプロピオネート若しくは３－メチ
ル－３－メトキシブチルアセテート等の脂肪族エステル類、エタノール若しくは３－メチ
ル－３－メトキシブタノール等の脂肪族アルコール類、あるいは、シクロペンタノン若し
くはシクロヘキサノン等のケトン類を選択することができる。
【００８８】
　さらには、２種類以上の溶剤を適宜組み合わせた、混合溶剤を選択することも好ましい
。この場合には、副溶剤として、アルカリ可能性樹脂に対する貧溶媒を用いても構わない
。そのような混合溶剤としては、例えば、Ｎ－メチルピロリドンとシクロペンタノンとの
混合物が挙げられる。
【００８９】
　本発明の樹脂組成物は、その他の添加剤を含有しても構わない。その他の添加剤として
は、例えば、密着改良剤、界面活性剤、重合禁止剤、有機酸、有機アミノ化合物又は硬化
剤が挙げられる。
【００９０】
　密着改良剤としては、例えば、ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン
、ビニルトリス（２－メトキシエトキシ）シラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミ
ノプロピルメチルジメトキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルト
リメトキシシラン、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、３－グリシドキシプロピル
トリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジメトキシシラン、２－（３，４
－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、３－クロロプロピルメチルジメ
トキシシラン、３－クロロプロピルトリメトキシシラン、３－メタクリロキシプロピルト
リメトキシシラン、３－メタクリロキシプロピルトリエトキシシラン、３－アクリロキシ
プロピルトリメトキシシラン又は３－メルカプトプロピルトリメトキシシラン等のシラン
カップリング剤が挙げられる。
【００９１】
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　全固形分に占める密着改良剤の割合は、樹脂の凝集を抑制しながら現像密着性を確保す
るため、０．１～２０質量％が好ましく、０．５～１０質量％がより好ましい。
【００９２】
　界面活性剤としては、例えば、ラウリル硫酸アンモニウム若しくはポリオキシエチレン
アルキルエーテル硫酸トリエタノールアミン等の陰イオン界面活性剤、ステアリルアミン
アセテート若しくはラウリルトリメチルアンモニウムクロライド等の陽イオン界面活性剤
、ラウリルジメチルアミンオキサイド若しくはラウリルカルボキシメチルヒドロキシエチ
ルイミダゾリウムベタイン等の両性界面活性剤、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、
ポリオキシエチレンステアリルエーテル若しくはソルビタンモノステアレート等の非イオ
ン界面活性剤、フッ素系界面活性剤又はシリコン系界面活性剤が挙げられる。
【００９３】
　全固形分に占める界面活性剤の割合は、樹脂組成物の塗布性を適度なものとしつつ、表
面均一性を向上させるため、０．００１～１０質量％が好ましく、０．０１～１質量％が
より好ましい。
【００９４】
　重合禁止剤としては、例えば、ヒドロキノン系又はカテコール系の重合禁止剤が挙げら
れる。ヒドロキノン系の重合禁止剤としては、例えば、ヒドロキノン、ｔｅｒｔ－ブチル
ヒドロキノン、２，５－ビス（１，１，３，３－テトラメチルブチル）ヒドロキノン又は
２，５－ビス（１，１－ジメチルブチル）ヒドロキノンが挙げられ、カテコール系の重合
禁止剤としては、例えば、カテコール又はｔｅｒｔ－ブチルカテコールが挙げられる。
【００９５】
　全固形分に占める重合禁止剤の割合は、０．０１～０．５質量％が好ましい。重合禁止
剤の割合が０．０１質量％未満であると、樹脂組成物の経時安定性が不十分となる場合が
ある。一方で、重合禁止剤の割合が０．５質量％を超えると、極性溶媒浸漬時に感度の低
下により膜表面が浸食され、シミが発生し易くなる場合がある。
【００９６】
　本発明の樹脂組成物は、スピンコーターの回転数を調整して、Ｃ光源を使用して測定し
たＣＩＥ１９３１ＸＹＺ表色系色度（ｘ、ｙ）において、ｘ＝０．６６０となる着色画素
を形成したとき、０．３３５≦ｙ≦０．３４０であることが好ましく、０．３３６≦ｙ≦
０．３３９であることがより好ましい。色度（ｙ）が０．３３５未満であると、黄味の赤
色が表示できなくなる場合がある。一方で、色度（ｙ）が０．３４０を超えると、厚膜化
しなければ高色純度が達成できない場合がある。
【００９７】
　本発明の樹脂組成物は、スピンコーターの回転数を調整して、加熱処理（本キュア）後
の膜厚が２．５μｍとなる着色画素を形成したとき、厚み方向位相差（Ｒｔｈ）の絶対値
が、１０．０ｎｍ以下であることが好ましく、５．０ｎｍ以下であることがより好ましい
。厚み方向位相差の絶対値が１０．０ｎｍを越えると、着色画素を形成したとき、画素端
部から光漏れが発生するため、好ましくない。
【００９８】
　なお、厚み方向位相差（Ｒｔｈ）は（Ｎｘｙ－Ｎｎｚ）×ｄから算出される値である。
Ｎｘｙ：光の振動方向が着色画素の膜面と平行な場合の屈折率
Ｎｚ：光の振動方向が着色画素の膜面と垂直な場合の屈折率
ｄ：着色画素の膜厚
　本発明のカラーフィルター基板は、本発明の樹脂組成物を硬化してなる着色画素を具備
することを特徴とする。
【００９９】
　カラーフィルター基板の構成要素となる基板としては、例えば、石英ガラス、アルミノ
ホウケイ酸ガラス、アルミノケイ酸塩ガラス、アルカリアルミノケイ酸塩ガラス若しくは
表面をシリカコートしたソーダライムガラス等の無機ガラスの板又は有機プラスチックの
フィルム若しくはシートが挙げられる。なお、本発明のカラーフィルター基板を備える表
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示装置が反射型の表示装置である場合は、不透明な基板であっても構わない。
【０１００】
　樹脂組成物を基板上に塗布する方法としては、例えば、スピンコーター、バーコーター
、ブレードコーター、ロールコーター、ダイコーター、インクジェット印刷法若しくはス
クリーン印刷法、基板を溶液中に浸漬する方法又は溶液を基板に噴霧する方法が挙げられ
る。
【０１０１】
　感光性の樹脂組成物を用いる場合には、例えば、樹脂ブラックマトリックスが形成され
た基板上に感光性樹脂組成物を塗布し、減圧乾燥を行い、８０～１３０℃の熱風オーブン
又はホットプレートでプリベークを行い、樹脂組成物の塗布膜を形成することができる。
【０１０２】
　次に、プロキシミティ露光機、スキャン露光装置、プロジェクション露光機又はステッ
パー等によりフォトマスクを介して、紫外線等により選択的に露光を行う。
【０１０３】
　その後、０．０２～１質量％の水酸化カリウム又はテトラメチルアンモニウムヒドロキ
シド等のアルカリ現像液に２０～３００秒浸漬することにより、未露光部を除去する。得
られた塗布膜パターンを１８０～３００℃の熱風オーブン又はホットプレートで５～６０
分加熱処理することで、着色画素を形成することができる。
【０１０４】
　非感光性の樹脂組成物を用いる場合には、例えば、該組成物の塗布膜上にさらにフォト
レジスト膜を形成してから、露光及び現像してパターニングすることで、所望のパターン
の着色画素を形成することができる。
【０１０５】
　着色画素の色毎に作製した着色樹脂組成物を使用して、上記のようなパターニング工程
を赤の着色画素、緑の着色画素及び青の着色画素について順次行うことにより、カラーフ
ィルター基板が作製できる。なお、各色のパターニング順序は特に限定されない。
【０１０６】
　本発明のカラーフィルター基板の着色画素の膜厚は、１．５～３．０μｍが好ましく、
高色純度を達成しながら高いコントラスト比及び透過率を維持するため、１．８～２．８
μｍがより好ましい。膜厚が１．５μｍ以上であると、光の吸収が大きくなり、カラーフ
ィルター基板の色純度を高くし易い。一方で、膜厚が３．０μｍ以内であると、カラーフ
ィルター基板の平坦性、パターン加工性、及び、信頼性の低下等の、様々な問題が生じ難
くなる。
【０１０７】
　本発明の樹脂組成物、及び、本発明のカラーフィルター基板の着色画素が含有する着色
剤の種類は、例えば、レーザーラマン分光法（Ａｒ＋レーザー（４５７．９ｎｍ））を用
いて得られたスペクトルと、既知の着色剤のスペクトルと、を比較することにより、同定
することができる。また、ＭＡＬＤＩ質量分析装置又は飛行時間型二次イオン質量分析計
で得られたマススペクトルの分子イオンピークと、計算によって得られる分子量と、を比
較することにより、同定することもできる。
【０１０８】
　本発明の樹脂組成物、及び、本発明のカラーフィルター基板の着色画素が含有する着色
剤の量は、ＭＡＬＤＩ質量分析装置又は飛行時間型二次イオン質量分析計を用いて、質量
分析を行うことにより定量することができ、得られた各着色剤の質量から、全着色剤に占
める特定の着色剤の割合（質量％）等を求めることができる。
【０１０９】
　上記の着色画素を覆うように、平坦化層が形成されていても構わない。平坦化層の形成
に使用する樹脂としては、例えば、エポキシ樹脂、アクリルエポキシ樹脂、アクリル樹脂
、シロキサン樹脂又はポリイミド樹脂が挙げられる。平坦化層の膜厚としては、０．５～
５．０μｍがより好ましく、１．０～３．０μｍがさらに好ましい。
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【０１１０】
　本発明のカラーフィルター基板には、さらに透明電極が形成されていても構わない。透
明電極としては、例えば、アルミ、クロム、タンタル、チタン、ネオジム若しくはモリブ
デン等の金属膜、又は、Ｉｎｄｉｕｍ－Ｔｉｎ－Ｏｘｉｄｅ（ＩＴＯ）若しくはＩｎｄｉ
ｕｍ－Ｚｉｎｃ－Ｏｘｉｄｅ（ＩｎＺｎＯ）等の膜が挙げられる。
【０１１１】
　本発明のカラーフィルター基板には、必要に応じて、スペーサーや配向膜が形成されて
いても構わない。
【０１１２】
　本発明のカラーフィルター基板は、液晶ディスプレイ、有機ＥＬディスプレイ又は電子
ペーパー等の表示装置の構成要素とすることができる。すなわち、本発明の表示装置は、
本発明のカラーフィルター基板を具備することを特徴とする。
【０１１３】
　本発明の表示装置の製造方法の一例として、液晶表示装置の製造方法を以下に示す。カ
ラーフィルター基板とアレイ基板とを、それらの基板上に設けられた液晶配向膜及びセル
ギャップ保持のためのスペーサーを介して、対向させて貼り合わせる。なお、アレイ基板
上に薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）素子若しくは薄膜ダイオード（ＴＦＤ）素子、走査線又
は信号線等を設けることで、ＴＦＴ液晶表示装置又はＴＦＤ液晶表示装置を製造すること
ができる。次に、シール部に設けられた注入口から液晶を注入した後に、注入口を封止す
る。さらに、バックライトを取り付け、ＩＣドライバー等を実装することにより、液晶表
示装置が完成する。なお、バックライトとしては、２波長ＬＥＤ、３波長ＬＥＤ又はＣＣ
ＦＬ等を用いることができるが、液晶表示装置の色再現範囲が拡大でき、かつ消費電力を
低く押さえられることから、３波長ＬＥＤが好ましい。
【実施例】
【０１１４】
　以下に本発明をその実施例及び比較例を挙げて詳細に説明するが、本発明の態様はこれ
らに限定されるものではない。ここで、実施例１～５は比較例１７～２１、実施例１１は
比較例２２、実施例１５は比較例２３と読み替えるものとする。
 
【０１１５】
　（アクリル系アルカリ可溶性樹脂（Ａ）の合成）
　５００ｍＬの三口フラスコに、３３ｇのメタクリル酸メチル（０．３ｍｏｌ）、３３ｇ
のスチレン（０．３ｍｏｌ）、３４ｇのメタクリル酸（０．４ｍｏｌ）、３ｇの２，２’
－アゾビス（２－メチルブチロニトリル）（０．０２ｍｏｌ）及び１５０ｇのＰＧＭＥＡ
を仕込み、９０℃で２時間撹拌してから内温を１００℃に昇温して、さらに１時間反応さ
せた。得られた反応溶液に、３３ｇのメタクリル酸グリシジル（０．２ｍｏｌ）、１．２
ｇのジメチルベンジルアミン（０．００９ｍｏｌ）及び０．２ｇのｐ－メトキシフェノー
ル（０．００２ｍｏｌ）を添加して、９０℃で４時間撹拌し、反応終了時に５０ｇのＰＧ
ＭＥＡを添加して、アクリル系アルカリ可溶性樹脂（Ａ）のＰＧＭＥＡ溶液（固形分濃度
４０質量％）を得た。アクリル系アルカリ可溶性樹脂（Ａ）の酸価は８０．０（ｍｇ／Ｋ
ＯＨ／ｇ）であり、Ｍｗは２２０００であった。
【０１１６】
　（臭素基を有するジケトピロロピロール顔料（Ｓ－１）の合成）
　窒素雰囲気下の５００ｍＬの三口フラスコに、１７６．３ｇの無水ｔｅｒｔ－アミルア
ルコール（２．０ｍｏｌ）及び１１４．７ｇのナトリウム－ｔｅｒｔ－アミルアルコキシ
ド（１．１ｍｏｌ）を仕込み、撹拌しながら内温を１００℃に昇温して反応させ、アルコ
ラート溶液を調製した。
【０１１７】
　別の５００ｍＬの三口フラスコに、８４．９ｇのコハク酸ジイソプロピル（０．４ｍｏ
ｌ）及び１４５．６ｇの４－ブロモベンゾニトリル（０．８ｍｏｌ）を仕込み、撹拌しな
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がら内温を８５℃に昇温して溶解させ、混合溶液を調製した。
【０１１８】
　上記のアルコラート溶液が入った三口フラスコの内温を１００℃にして撹拌しながら、
上記の混合溶液を、３時間かけて滴下した。滴下終了後、内温９０℃で１２時間加熱撹拌
し、懸濁液を得た。
【０１１９】
　さらに別の５００ｍＬの三口フラスコに、６４０ｇのメタノール（２０．０ｍｏｌ）、
７２０ｇの水（４０．０ｍｏｌ）及び３００ｇの酢酸（１０．０ｍｏｌ）を仕込み、内温
を－１０℃に冷却しながら撹拌して、混合物を得た。
【０１２０】
　上記の混合物が入った三口フラスコの内温を－５℃以下に保って高速撹拌しながら、上
記の懸濁液を、３時間かけて滴下した。滴下終了後さらに７時間撹拌してから、濾液の着
色及び塩の析出が無くなるまで、反応液の洗浄及び濾過を行った。集めた濾液を８０℃で
２４時間乾燥させ、得られた固形物を粉砕して、一般式（２）で表される臭素基を有する
ジケトピロロピロール顔料（Ｓ－１）を１１２ｇ得た。
【０１２１】
　（臭素基を有するジケトピロロピロール顔料（Ｓ－２）の合成）
　窒素雰囲気下の５００ｍＬの三口フラスコに、１７６．３ｇの無水ｔｅｒｔ－アミルア
ルコール（２．０ｍｏｌ）及び１１４．７ｇのナトリウム－ｔｅｒｔ－アミルアルコキシ
ド（１．１ｍｏｌ）を仕込み、撹拌しながら内温を１００℃に昇温して反応させ、アルコ
ラート溶液を調製した。
【０１２２】
　別の５００ｍＬの三口フラスコに、８８．２ｇの無水ｔｅｒｔ－アミルアルコール（１
．０ｍｏｌ）、９２．７ｇの一般式（４）で表される化合物（０．３ｍｏｌ）、及び５３
．８ｇの４－シアノビフェニル（０．３ｍｏｌ）を仕込み、撹拌しながら内温を８５℃に
昇温して溶解させ、混合溶液を調製した。
【０１２３】
　上記のアルコラート溶液が入った三口フラスコの内温を１００℃にして撹拌しながら、
上記の混合溶液を、３時間かけて滴下した。滴下終了後、内温９０℃で１２時間加熱撹拌
し、懸濁液を得た。
【０１２４】
　さらに別の５００ｍＬの三口フラスコに、６４０ｇのメタノール（２０．０ｍｏｌ）及
び３００ｇの酢酸（１０．０ｍｏｌ）を仕込み、内温を－１０℃に冷却しながら撹拌して
、混合物を得た。
【０１２５】
　上記の混合物が入った三口フラスコの内温を－５℃以下に保って高速撹拌しながら、上
記の懸濁液を、３時間かけて滴下した。滴下終了後さらに７時間撹拌してから、濾液の着
色及び塩の析出が無くなるまで、反応液の洗浄及び濾過を行った。集めた濾液を８０℃で
２４時間乾燥させ、得られた固形物を粉砕することにより、一般式（５）で表される臭素
基を有するジケトピロロピロール顔料（Ｓ－２）を８７ｇ得た。
【０１２６】
【化４】
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【０１２７】
【化５】

【０１２８】
　（臭素基を有するジケトピロロピロール顔料（Ｓ－３）の合成）
　５３．８ｇの４－シアノビフェニルを４７．８ｇの４－ｔｅｒｔ－ブチルベンゾニトリ
ル（０．３ｍｏｌ）に変更した以外は、臭素基を有するジケトピロロピロール顔料（Ｓ－
２）と同様の方法で合成を行い、一般式（６）で表される臭素基を有するジケトピロロピ
ロール顔料（Ｓ－３）を８１ｇ得た。
【０１２９】
【化６】

【０１３０】
　（臭素基を有するジケトピロロピロール顔料（Ｓ－４）の合成）
　５３．８ｇの４－シアノビフェニルを８０．７ｇのＮ，Ｎ－ジブチル－３－シアノベン
ズアミド（０．３ｍｏｌ）に変更した以外は、臭素基を有するジケトピロロピロール顔料
（Ｓ－２）と同様の方法で合成を行い、一般式（７）で表される臭素基を有するジケトピ
ロロピロール顔料（Ｓ－４）を９０ｇ得た。
【０１３１】
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【化７】

【０１３２】
　（臭素基を有するジケトピロロピロール顔料（Ｓ－５）の合成）
　５３．８ｇの４－シアノビフェニルを７４．１ｇの４－（オクチルチオ）ベンゾニトリ
ル（０．３ｍｏｌ）に変更した以外は、臭素基を有するジケトピロロピロール顔料（Ｓ－
２）と同様の方法で合成を行い、一般式（８）で表される臭素基を有するジケトピロロピ
ロール顔料（Ｓ－５）を８５ｇ得た。
【０１３３】
【化８】

【０１３４】
　（顔料分散液（Ｂ－１）の調製）
　１０質量部の臭素基を有するジケトピロロピロール顔料（Ｓ－１）、高分子分散剤であ
る１２．５質量部のＤＩＳＰＥＲ　ＢＹＫ（登録商標）２１１１６（固形分４０質量％の
ＰＧＭＥＡ溶液；ビックケミージャパン（株）製）、１２．５質量部のアクリル系アルカ
リ可溶性樹脂（Ａ）及び６５質量部のＰＧＭＥＡを混合し、循環式ビーズミル分散機（ダ
イノーミルＫＤＬ－Ａ；ウィリー・エ・バッコフェーン（株）製）を用いて直径０．３ｍ
ｍのジルコニアビーズを使用して、３２００ｒｐｍ、３時間の分散処理を行い、顔料分散
液（Ｂ－１）を調製した。
【０１３５】
　（顔料分散液（Ｂ－２）～（Ｂ－１０）の調製）
　顔料を表１に示す顔料に変更した以外は、顔料分散液（Ｂ－１）と同様の方法で、顔料
分散液（Ｂ－２）～（Ｂ－１０）を調製した。
【０１３６】
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【０１３７】
　（樹脂組成物（Ｒ－１）の調製）
　４５質量部の顔料分散液（Ｂ－１）、１０質量部の顔料分散液（Ｂ－８）、４５質量部
の顔料分散液（Ｂ－９）、アクリル基を有する多官能モノマーである４．１４質量部のジ
ペンタエリスリトールペンタアクリレートとジペンタエリスリトールヘキサアクリレート
との混合物（カヤキュア（登録商標）ＤＰＨＡ；日本化薬（株）製）、光重合開始剤であ
る０．９２質量部のオキシムエステル型カルバゾール系化合物（アデカアークルズ（登録
商標）ＮＣＩ－８３１；（株）ＡＤＥＫＡ製）、密着改良剤である０．７８質量部のビニ
ルトリメトキシシラン（ＫＢＭ１００３；信越化学（株）製）、界面活性剤である０．０
７質量部のＢＹＫ（登録商標）－３３３（ビックケミージャパン（株）製）、重合禁止剤
である０．０２質量部の２，５－ビス（１，１，３，３－テトラメチルブチル）ヒドロキ
ノン（和光純薬工業（株）製）及び６６．８４質量部のＰＧＭＥＡを混合して、樹脂組成
物（Ｒ－１）を調製した。
【０１３８】
　（樹脂組成物（Ｒ２）～（Ｒ３１）の調製）
　顔料分散液を表２に示す顔料分散液に変更した以外は、（樹脂組成物（Ｒ－１）と同様
の方法で、樹脂組成物（Ｒ２）～（Ｒ３１）を調製した。
【０１３９】
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【表２】

【０１４０】
　（実施例１）
　無アルカリガラス基板（ガラス厚み０．７ｍｍ）上に、スピンコーター（１ＨＤ２型；
ミカサ（株）製）を用いて、本キュア後の着色画素の色度が、Ｃ光源を使用して測定した
ＣＩＥ１９３１ＸＹＺ表色系色度（ｘ、ｙ）においてｘ＝０．６６０になるように回転数
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を調整して樹脂組成物（Ｒ－１）を塗布し、９０℃のオーブン（ＰＥＲＦＥＣＴＯＶＥＮ
　ＰＶ－２１０；ダバイエスペック（株）製）内で１０分間セミキュアした。
【０１４１】
　得られた塗布膜を、高精細なフォトマスクを介して、紫外線露光機（ＰＥＭ－６Ｍ；ユ
ニオン光学（株）製；コリメーションアングルθ＝２°、ｉ線（３６５ｎｍ）照度＝３０
ｍＷ／ｃｍ２）を用いて、５０ｍＪ／ｃｍ２で露光した。次に、０．３質量％の水酸化テ
トラメチルアンモニウム及び０．３質量％のエマルゲン（登録商標）Ａ－６０（花王（株
）製）を含有する２３℃の水溶液を用い、自動現像装置（ＡＤ－２０００；ミカサ（株）
製）を用いて１分間シャワー現像した後、純水でリンスして風乾し、幅が２５μｍのスト
ライプパターンを得た。さらに、２３０℃のオーブン内で３０分間本キュアし、硬化を行
うことにより、着色画素を作製した。
【０１４２】
　また、コントラスト比（ＣＲ）評価用の基板は、フォトマスクを介さないで露光したこ
と以外は、上記と同様の方法で作製した。
【０１４３】
　また、厚み方向位相差（Ｒｔｈ）評価用の基板は、本キュア後の膜厚が２．５μｍにな
るようにスピンコーターの回転数を調製し、フォトマスクを介さないで露光した以外は、
上記と同様の方法で作製した。
【０１４４】
　上記の方法で作製した基板について、Ｃ光源を使用して測定したＣＩＥ１９３１ＸＹＺ
表色系色度（ｘ、ｙ）においてｘ＝０．６６０の着色画素の色度及び膜厚、コントラスト
比（ＣＲ）、並びに、膜厚が２．５μｍのときの着色画素の厚み方向位相差（Ｒｔｈ）を
それぞれ測定し、以下のＡ．～Ｅ．の基準で判定をした。
【０１４５】
　着色画素の色度は、高精細ＣＦ基板光学検査装置（ＬＣＦ－１００ＭＡ＿ＳＦ；大塚電
子（株）製）を用いて、光源がＣ光源の時のＣＩＥ１９３１ＸＹＺ表色系色度（ｘ、ｙ、
Ｙ）を測定した。
【０１４６】
　着色画素の膜厚は、表面段差計（サーフコム１４００Ｄ；東京精密（株）製）を用いて
測定した。
【０１４７】
　コントラスト比は、偏光子と検光子との間に基板を置き、偏光子と検光子とが平行な時
の光線透過率（Ｉ１）と、偏光子と検光子とが直行したときの光線透過率（Ｉ２）を測定
し、光線透過率比（Ｉ１／Ｉ２）から算出した。偏光子及び検光子には、ＮＰＦ（登録商
標）－Ｇ１２２０ＤＵＮ（日東電工（株）製）を使用した。光源としては、熱陰極管を用
いたバックライトユニット（ＦＬ８Ａ－ＥＸ／７０；明拓工業（株）製）を使用し、色彩
輝度計としては、ＢＭ－５Ａ（トプコン（株）製）を使用した。
【０１４８】
　厚み方向位相差（Ｒｔｈ）は、プリズムカプラ測定装置（ＰＣ－２０１０；メトリコン
製）で、光源には６３２．８ｎｍのＨｅＮｅレーザー光を使用することにより、Ｎｘｙ及
びＮｚを測定し、（Ｎｘｙ－Ｎｎｚ）×ｄから算出した。
Ｎｘｙ：光の振動方向が着色画素の膜面と平行な場合の屈折率
Ｎｚ：光の振動方向が着色画素の膜面と垂直な場合の屈折率
ｄ：着色画素の膜厚。
【０１４９】
　上記の評価において、以下のように判定した。
【０１５０】
　Ａ．　色再現範囲を拡大し、黄味の赤色を表示するための色度（ｙ）
◎：０．３３６≦ｙ≦０．３４０
○：０．３３５≦ｙ＜０．３３６
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【０１５１】
　Ｂ．　透過率の指標である色度（Ｙ）
◎：１９．８≦Ｙ
○：１９．５≦Ｙ≦１９．８
×：Ｙ＜１９．５。
【０１５２】
　Ｃ．　着色力の指標である膜厚（ｔ）
◎：ｔ≦２．８μｍ
○：２．８μｍ＜ｔ≦３μｍ
×：３μｍ＜ｔ。
【０１５３】
　Ｄ．　コントラスト比（ＣＲ）
◎：８０００≦ＣＲ
○：７０００≦ＣＲ＜８０００
×：ＣＲ＜７０００。
【０１５４】
　Ｅ．厚み方向位相差（Ｒｔｈ）
◎：－５ｎｍ≦Ｒｔｈ≦５ｎｍ
○：－１０ｎｍ≦Ｒｔｈ＜－５ｎｍ、５ｎｍ＜Ｒｔｈ≦１０ｎｍ
×：Ｒｔｈ＜－１０ｎｍ、１０ｎｍ＜Ｒｔｈ。
【０１５５】
　（実施例２～１５及び比較例１～１６）
　表２に示す樹脂組成物をそれぞれ用いて、実施例１と同様の評価をした。結果を表３に
示す。
【０１５６】
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【表３】

【産業上の利用可能性】
【０１５７】
　本発明の樹脂組成物を硬化させてなる着色画素は、カラーフィルター基板やそれを具備
する表示装置に好適に用いることができる。
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